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目
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。

※
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ＪＡグループがすすめる、体と心を支える食の大切さ、国産・地元産
農畜産物の豊かさ、それを生み出す農業の価値を伝え、国産・地元
産農畜産物と日本の農業のファンになっていただこうという運動です。

ミニトマト
　
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
、
８４
戸
の
農
家
が
ミ
ニ
ト
マ

ト
を
栽
培
し
て
お
り
、
出
荷
数
量
１
６
９
㌧
、

販
売
額
１
億
５
０
０
万
円
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
糖
度
が
高
く
、
生
食
で
も
加

熱
し
て
も
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
プ
ラ
ン
タ
ー
で
の
栽
培
が
し
や
す
い
の

で
、
家
庭
菜
園
に
オ
ス
ス
メ
の
野
菜
で
す
。

ミニトマト丸ごと野菜カレー
◉材料（ ４人分）
アスパラガス……… １００㌘
ミニトマト………… ２００㌘
ナス（中）…………… ２本
シメジ……………… １００㌘
ジャガイモ…………… ３個
タマネギ……………… １個
ニンジン……………… １本
鶏肉（もも）……… ２００㌘
サラダ油………………適量
ケチャップ……………適量

◉作り方
①タマネギ、ジャガイモ、ニンジン、ナ
スは乱切りにし、シメジは房ごと小分
けにする。アスパラガスは５㌢程度に
斜め切りにする。
②鍋にサラダ油を熱し、アスパラガス以
外の「①」を炒める。軽く焼き色がつ
いたら、一旦取り出す。
③空いた鍋にサラダ油を足し、鶏肉を炒
める。鶏肉に焼き目がついたら、水を
加え１０分程度煮る。その後火を止め、
カレールーを加える。
④再び火を付け、「②」とアスパラガス
を加え、１０分程度煮る。
⑤仕上げにケチャップとヘタを取ったミ
ニトマトを加え、混ぜ合わせて出来上
がり。

隠し味にケチャ
ップを加えるこ
とで酸味と甘み
が加わります。

ＪＡ女性部
西目支部長　
齋
さいとう

藤　みきさん㊨
象潟支部長　
須
す だ

田　祐
ゆうこ

子さん㊧

気になる食材から探せる
検索機能付き！
地元の食べ方
女性部アイデアレシピで
美味しい食卓を！

過去のレシピを
ホームページで
掲載中！

本誌１５ページに
「トマト」の紹介
を掲載していま
す！
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第２４回通常総代会
「農業・地域・ＪＡの
� 持続可能性向上に挑む」

総代会データ 総代６１７名のうち５８１名が出席（本人出席７２名：書面出席５０９名）

　
６
月
２５
日
、
第
２４
回
通
常
総
代
会

が
Ｊ
Ａ
本
店
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
代
会
で
は
、
全
９
議
案
と
特
別

決
議
が
上
程
さ
れ
全
て
原
案
通
り
に

可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
総
代
の
皆
さ

ま
へ
書
面
議
決
権
の
行
使
が
呼
び
掛

け
ら
れ
た
ほ
か
、
会
場
の
座
席
間
隔

を
空
け
る
な
ど
対
策
が
と
ら
れ
ま
し

た
。
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令
和
２
年
度
は
、
第
８
次
中
期
総
合

３
か
年
経
営
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
り

ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
自
己
改
革
の

継
続
を
念
頭
に
置
き
、〝
創
り
出
そ
う

「
農
」
の
未
来
と
「
地
域
」
の
未
来
〟、

そ
し
て
〝
な
く
て
は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ

に
な
る
た
め
の
挑
戦
〟
を
合
言
葉
に

掲
げ
「
農
業
者
の
所
得
増
大
の
実
現
」、

「
総
合
性
の
発
揮
に
よ
る
地
域
の
活
性

化
」、「
総
合
事
業
と
し
て
の
経
営
基

盤
の
確
立
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
温
暖
化
に
よ
る
高
温
多
雨
な

ど
の
不
順
な
天
候
が
続
き
、
豪
雨
災
害

や
生
育
不
良
に
よ
る
収
穫
量
の
減
少
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
や
低
金
利
の
長
期
化
、
農
業
施
設

の
倒
壊
が
３
０
４
棟
に
も
及
ん
だ
、
年

末
年
始
に
か
け
て
の
豪
雪
と
暴
風
に
よ

る
被
害
な
ど
、
想
定
外
の
連
続
の
年
度

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
土
づ
く
り
の
成
果
と

し
て
、
県
中
央
の
ひ
と
め
ぼ
れ
が
日
本

穀
物
検
定
協
会
の
特
Ａ
評
価
を
３
年
連

続
で
取
得
で
き
た
こ
と
や
、
秋
田
県
産

米
品
評
会
な
ど
に
お
い
て
、
多
数
の
上

位
入
賞
を
果
た
す
な
ど
、
天
候
が
不
安

定
な
状
況
な
中
で
も
品
質
の
良
さ
を
証

明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
共
済
事
業
に
お
い
て
は
県
内

Ｊ
Ａ
で
唯
一
と
な
る
推
進
総
合
目
標
を

７
年
連
続
で
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
秋
田

し
ん
せ
い
の
誇
り
と
な
る
結
果
を
生
み

出
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
始
ま
る
第
９
次
中

期
総
合
３
か
年
経
営
計
画
で
は
、
第
８

次
に
引
き
続
き
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

〝
創
り
出
そ
う
「
農
」
の
未
来
と
「
地

域
」
の
未
来
〟
と
し
、
新
た
に
「
農

業
・
地
域
・
Ｊ
Ａ
の
持
続
可
能
性
向
上

に
挑
む
」
と
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
が
挑
む
持
続
可
能
性
向
上
と
は
、

「
直
接
生
産
に
従
事
す
る
農
業
者
」
と

「
間
接
的
に
食
べ
て
農
業
を
応
援
す
る

消
費
者
」
の
農
業
の
関
係
人
口
を
増
や

す
た
め
の
取
り
組
み
を
実
行
す
る
こ
と

で
、
農
業
の
継
続
性
が
あ
る
未
来
を
創

り
出
し
、
農
業
と
食
を
基
軸
と
し
た
地

域
に
根
差
す
協
同
組
合
と
し
て
の
社
会

的
役
割
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
農
産
物
の
単
収
ア
ッ

プ
の
提
案
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
目
指
す
防

除
体
系
を
併
せ
た
安
心
・
安
全
で
高
品

質
な
生
産
を
提
案
す
る
、
量
と
質
の
向

上
に
よ
る
全
体
的
な
所
得
向
上
に
つ
な

げ
る
取
り
組
み
を
目
指
し
ま
す
。
加
え

て
、
総
合
事
業
力
を
フ
ル
発
揮
し
て

現
状
の
担
い
手
を
維
持
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
担
い
手
を
創
出
す
る
た
め

に
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
生
産
施
設
の

設
置
な
ど
を
含
む
研
修
制
度
を
創
設
し
、

管
内
果
樹
の
振
興
を
図
り
な
が
ら
産
地

化
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ａ
ｇ
ｒ
ｉ
・
Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
未
来

企
画
課
に
よ
る
県
内
外
へ
の
農
畜
産
物

の
定
期
直
販
や
精
米
事
業
に
よ
る
学
校

給
食
へ
の
米
の
提
供
の
ほ
か
、
女
性
部

や
子
会
社
と
も
連
携
し
な
が
ら
地
産
地

消
や
食
農
教
育
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
食
べ
て
農
業
を
応
援
す
る
Ｊ
Ａ

秋
田
し
ん
せ
い
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、

全
職
員
が
農
業
と
食
の
大
切
さ
を
伝
え

る
伝
達
者
と
な
っ
て
農
業
に
理
解
あ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
拠
点
で
も
あ
る
金

融
店
舗
や
営
農
セ
ン
タ
ー
、
資
材
店
舗

は
、
で
き
る
限
り
存
続
し
て
い
く
た
め

の
知
恵
を
絞
り
、
利
用
者
の
利
便
性
が

高
ま
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
新
設
し
た
農
業
経
営
支
援

室
に
お
い
て
は
、
農
家
に
積
極
的
に
出

向
き
、
対
話
を
も
と
に
農
家
の
山
積
す

る
多
様
な
経
営
の
課
題
を
解
決
す
る
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
と
な
る
経
営
支
援
に
取
り

組
み
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
力
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
域
合
併
構
想
に
つ
い
て
は
、
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
と
後
継
者

不
足
、法
人
化
や
大
規
模
経
営
の
増
加
、

金
融
・
共
済
事
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
進

行
な
ど
、社
会
環
境
が
大
き
く
変
革
し

て
い
る
中
で
、今
後
経
営
の
継
続
性
が
担

保
で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
今

以
上
に
農
家
・
組
合
員
の
利
益
増
大
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
が
Ｊ
Ａ
の
自
己
改

革
で
も
あ
り
、
第
９
次
中
期
総
合
３
か

年
経
営
計
画
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
あ
る
農

業
・
地
域
・
Ｊ
Ａ
の
持
続
可
能
性
向
上

に
挑
む
た
め
に
も
、
組
織
再
編
を
目
指

し
た
協
議
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
協
議
を
継
続
し
て
い
る
最
中

で
あ
り
、
具
体
的
な
協
議
事
項
が
決
定

し
た
時
点
で
皆
さ
ま
に
ご
提
示
を
申
し

上
げ
、
判
断
を
仰
ぎ
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
役
職
員
一
丸
と
な
り
、
組
合

員
の
皆
さ
ま
と
共
に
考
え
、
共
に
行
動

し
、
共
に
喜
び
合
え
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

小松　忠彦
代表理事組合長

第
２４
回
通
常
総
代
会

「
農
業
・
地
域
・
Ｊ
Ａ
の
持
続
可
能
性
向
上
に
挑
む
」
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大
内
地
区
総
代
の

渡
部
氏
を
議
長
に
選
任

▲議事を進行する渡部氏

　

議
長
に
は
、
大
内
地
区
総
代
の
渡
部

功
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。
適
切
か
つ
円

滑
な
議
事
進
行
に
よ
り
、
全
９
議
案
を

審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
を
徹
底

　

総
代
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
総

代
の
皆
さ
ま
へ
の
書
面
議
決
権
の
行
使

を
呼
び
掛
け
た
ほ
か
、「
非
接
触
式
発

熱
者
検
知
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
」
に
よ
る

検
温
の
実
施
や
マ
ス
ク
の
配
布
、
座
席

間
隔
を
空
け
る
な
ど
の
対
策
を
実
施
し

ま
し
た
。

不
断
の
自
己
改
革
実
践
に

関
す
る
特
別
決
議
に
つ
い
て

　

総
代
会
で
は
「
不
断
の
自
己
改
革
の

実
践
に
関
す
る
特
別
決
議（
案
）」
が
上

程
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
決
議
案
は
、
清
橋
一
広
副
組
合

長
が
「
Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
に
関
す
る
組

合
員
調
査
等
に
お
い
て
、
正
組
合
員
か

ら
は
一
定
の
評
価
と
自
己
改
革
に
一
層

期
待
す
る
と
い
っ
た
意
見
や
准
組
合
員

か
ら
は
地
域
の
農
業
を
応
援
し
た
い
、

Ｊ
Ａ
に
お
い
て
総
合
事
業
は
必
要
だ
と

の
意
見
を
多
数
い
た
だ
い
た
。
今
後
と

も
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ

で
あ
り
続
け
る
た
め
、
持
続
可
能
な
Ｊ

Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
と
と
も
に

総
合
事
業
を
基
本
と
し
た
不
断
の
自
己

改
革
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
全

力
で
取
り
組
む
」
と
朗
読
。
満
場
の
拍

手
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

▲入口での検温の実施

　

総
代
会
の
開
催
前
に
は
、
Ｊ
Ａ
職

員
と
し
て
、
地
域
農
業
の
発
展
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
、
令
和
２
年
度
を

も
っ
て
Ｊ
Ａ
を
退
職
さ
れ
た
方
々
を

表
彰
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
安
倍
広
幸
さ

ん
と
増
村
浩
一
さ
ん
が
表
彰
状
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

■
永
年
勤
続
表
彰
者

�

（
勤
続
３０
年
以
上
）

佐
藤
　
美
博
さ
ん
（
勤
続
４２
年
）

佐
藤
　
淳
子
さ
ん
（
勤
続
４２
年
）

安
倍
　
広
幸
さ
ん
（
勤
続
４２
年
）

増
村
　
浩
一
さ
ん
（
勤
続
４２
年
）

佐
藤
　
敏
彦
さ
ん
（
勤
続
４２
年
）

須
藤
　
　
充
さ
ん
（
勤
続
４１
年
）

佐
藤
　
　
亨
さ
ん
（
勤
続
４０
年
）

工
藤
　
重
昭
さ
ん
（
勤
続
３８
年
）

佐
藤
美
恵
子
さ
ん
（
勤
続
３４
年
）

佐
々
木
厚
裕
さ
ん
（
勤
続
３１
年
）

菅
野
　
　
仁
さ
ん
（
勤
続
３１
年
）

�

長
い
間
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

永
年
勤
続
者
を
表
彰

通
常
総
代
会
提
出
議
案

第
１
号
議
案

　
第
２４
年
度
事
業
報
告
等
及
び
剰
余
金

処
分
案
承
認
の
件

第
２
号
議
案

　
定
款
の
一
部
変
更
の
件

第
３
号
議
案

　
定
款
附
属
書
役
員
選
任
規
程
の
一
部

変
更
の
件

第
４
号
議
案

　
定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規
程
の
一
部

変
更
の
件

第
５
号
議
案

　
共
済
規
程
の
一
部
変
更
の
件

第
６
号
議
案

　
第
９
次
中
期
総
合
３
か
年
経
営
計
画

の
策
定
の
件

第
７
号
議
案

　
第
２５
年
度
事
業
計
画
の
策
定
の
件

第
８
号
議
案

　
第
２５
年
度
経
費
の
賦
課
金
額
、
賦
課

の
方
法
、
徴
収
時
期
及
び
徴
収
方
法

の
決
定
の
件

第
９
号
議
案

　
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

附
帯
決
議

１
．
決
議
事
項
中
、
行
政
庁
の
認
可
、

承
認
等
を
必
要
と
す
る
も
の
に
つ
い

て
、
総
代
会
の
決
議
の
内
容
を
変
え

な
い
字
句
等
の
変
更
は
理
事
会
に
ご

一
任
願
い
ま
す
。

２
．
年
度
途
中
で
、
事
業
計
画
の
一
部

に
つ
い
て
軽
微
な
変
更
を
要
す
る
に

至
っ
た
と
き
は
、
理
事
会
で
当
該
計

画
の
変
更
が
で
き
る
こ
と
を
ご
承
認

願
い
ま
す
。

特
別
決
議

　
不
断
の
自
己
改
革
の
実
践
に
関
す
る

特
別
決
議
（
案
）

▲満場一致で承認されました
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知ってほしい！ＪＡが頑張っているこんなコト

ＪＡ自己改革への挑戦

女
性
部
員
が
地
域
の
歴
史
を
学
ぶ

象
潟
支
部
で
視
察
研
修

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
象
潟
支
部
は
６
月
１２
日
、

象
潟
地
区
で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

女
性
部
員
は
、
に
か
ほ
市
観
光
協
会
の

案
内
人
に
よ
る
説
明
の
元
、
松
尾
芭
蕉
が

「
お
く
の
ほ
そ
道
」
で
目
的
地
の
一
つ
と

し
た
九
十
九
島
の
歴
史
を
学
び
な
が
ら
散

策
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
松
尾
芭
蕉
と
関

わ
り
の
深
い
蚶か
ん
ま
ん満

寺
を
訪
れ
、
住
職
か
ら

「
象
潟
と
蚶
満
寺
の
歴
史
」
と
題
し
講
話

を
受
け
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
は
、「
地
元
に
い
な
が

ら
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

ま
た
来
た
と
き
に
、
違
う
視
点
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部

▲歴史の説明を受ける女性部員

ワ
ム
・
ワ
ム
ク
ラ
ブ
開
催

親
子
で
楽
し
く
食
と
農
を
学
ぶ

　
Ｊ
Ａ
は
６
月
５
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
今
年

度
１
回
目
の
ワ
ム
・
ワ
ム
ク
ラ
ブ
を
開
催

し
ま
し
た
。
親
子
１６
組
が
参
加
。

　

親
子
は
、
純
生
の
生
ク
リ
ー
ム
を
使
っ

た
バ
タ
ー
作
り
に
挑
戦
。
容
器
に
入
っ
た

生
ク
リ
ー
ム
を
振
る
と
、
次
第
に
液
体
と

固
体
に
分
離
し
て
バ
タ
ー
が
完
成
。
試
食

も
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
生
ク
リ
ー
ム
か
ら
バ
タ
ー

が
で
き
て
び
っ
く
り
、
大
変
だ
っ
た
が
家

で
も
作
っ
て
み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
定
植
に
も
挑
戦
。

Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
、
直
径
３０
㌢
ほ
ど
の
不
織
布
の
ポ
ッ
ト

に
丁
寧
に
苗
を
植
え
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
ワ
ム
・
ワ
ム
ク
ラ
ブ

▲親子で協力して苗を植えました

サ
キ
ホ
コ
レ
現
地
検
討
会

高
品
質
の
米
づ
く
り
を

▲品質・食味向上に向けて知識を深めました

　
Ｊ
Ａ
は
６
月
１７
日
、
西
目
地
区
で
サ
キ

ホ
コ
レ
の
現
地
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

農
家
ら
２３
名
が
参
加
。

　

検
討
会
で
は
、
由
利
地
域
振
興
局
農
業

振
興
普
及
課
の
片
野
英
樹
主
幹
が
、
気
象

情
報
や
生
育
状
況
、
水
管
理
、
病
害
虫
防

除
対
策
を
説
明
。
茎
数
が
少
な
い
圃
場
で

は
、
分
げ
つ
を
促
進
す
る
水
管
理
を
す
る

よ
う
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
各
地
区
の
生
育
状
況

の
詳
細
や
深
水
管
理
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
、
高
品
質
な
サ
キ
ホ
コ
レ
生
産
に
向
け

て
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

次
回
は
７
月
中
旬
に
現
地
検
討
会
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

営
農
経
済
部

地域の活性化食と農を通じて活性化

農業者の所得増大生産基盤の拡大

歌
と
踊
り
で
笑
顔
届
け
る

民
謡
同
好
会
が
泉
の
里
を
慰
問

▲迫力ある歌と踊りを披露

　

６
月
２３
日
、
東
由
利
民
謡
同
好
会
の
皆

さ
ん
が
福
祉
事
業
所
「
ふ
れ
あ
い
泉
の

里
」
を
訪
れ
、
歌
や
踊
り
な
ど
芸
能
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

同
好
会
は
、「
秋
田
節
」
や
「
秋
田
お

ば
こ
節
」
な
ど
全
１３
曲
を
踊
り
を
交
え
て

披
露
。
利
用
者
は
、
歌
に
合
わ
せ
て
手
を

動
か
し
た
り
、
手
拍
子
を
し
た
り
す
る
な

ど
楽
し
み
ま
し
た
。

　

利
用
者
は
「
来
る
の
を
心
待
ち
に
し
て

い
た
。
歌
と
踊
り
に
迫
力
が
あ
り
、
若

返
っ
た
気
分
に
な
っ
た
。
ま
た
来
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

福
祉
事
業
所

地域の活性化くらしの向上で活性化
地域の活性化くらしの向上で活性化
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知ってほしい！ＪＡが頑張っているこんなコト

ＪＡ自己改革への挑戦
ＪＡ秋田しんせい自己改革の取り組み●３５

この取り組みには、
どんな効果があるのですか？Ｑ

ＪＡ共済では保障の提供に加え、地域貢献活動を
行っており、組合員や地域の皆さまが住み慣れた地
域で、健康で安心して暮らせる豊かな環境づくりに
貢献してまいります。

Ａ

【トップメッセージ】
ＳＤＧｓへの目標にも取り組みながら、今後も組合員と地域の皆さまが安
心して暮らせる地域づくり、店舗づくりに取り組んでまいります。

安全で安心してくらせる環境をつくる
ＪＡ共済地域貢献活動

代表理事組合長
小松　忠彦

❸交通安全ベストと帽子の寄贈

共済事業によるくらしの向上を目指します

❷交通安全教室の開催

地域の活性化くらしの向上で活性化

❶全金融店舗に車イスを導入
　ＪＡでは、交通安全の啓蒙活動に役立ててもらお
うと、由利本荘市・にかほ市の小学校１７校へ、両市
の教育委員会を通じて、交通安全ベストと帽子を ２
組づつ寄贈しています。
　また、 ６月には、東京都
港区に学校給食用の精米約
７㌧を納入したことをきっ
かけに、取引のお礼と今後
の交流継続、交通事故の未
然防止を願い、２８校へベス
トと帽子を寄贈しました。

　ＪＡとＪＡ共済では、交通事故のない安全な地域
社会を目指して、園児のときから交通安全のルール
を学んでもらおう
と、超神ネイガー
による交通安全教
室を各保育園で開
催しています。

❹ＶＲで農作業事故を疑似体験
　ＪＡでは、ＪＡ共済連が開発した
「農作業事故体験ＶＲ」を活用し、各
種イベントで農作業事故の疑似体験と
保障点検を行い、農業者のリスク軽

減・回避につながる活動に取り組んでまいります。

　ＪＡは、高齢者や身体が不自由な方が安心して支
店を利用できるように、 ５月から全ての金融店舗に
車イスを設置しました。
　持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の一つである
「すべての人に健康と福祉を」につなげるべく、１４
台を設置。フレームにはＳＤＧｓのロゴを表示した
シールを貼っています。
　各支店の入り口に設置しておりますので、ご利用
の際は、お気軽に職員にお声がけください。

平成２４年度
から実施中！

▲�にかほ市教育委員会齋藤光
正教育長㊧に手渡しました。

▲�由利本荘市教育員会秋山正
毅教育長㊧に手渡しました。

事故相談センター
センター長　倉田　芳弘

NEW

平成２６年度
から実施中！

平成２６年度
から実施中！
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農
業
と
農
家
民
宿
の
両
立

開
拓
地
で
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に

鈴木　和子（すずき　かずこ）さん
昭和２６年 ９ 月１９日生まれ　６９歳
専業農家・農家民宿経営
【経営面積】
アスパラガス　６０㌃
インゲン　 ８ ㌃
稲作　 １ ㌶
好きな言葉◉知恵は真珠よりも価値がある
趣味◉音楽鑑賞

東部エリア（鳥海地区）

0808



　

私
の
両
親
は
、
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ

に
鳥
海
の
才
ノ
神
上
原
地
区
に
農
業
開

拓
者
と
し
て
入
植
し
、
農
業
を
始
め
ま

し
た
。
苦
労
し
て
田
畑
を
開
墾
す
る
両

親
を
見
て
育
っ
た
私
は
、
お
の
ず
と
農

業
は
継
ぐ
も
の
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
、

小
さ
い
頃
か
ら
農
作
業
を
手
伝
っ
て
い

ま
し
た
。

　

農
作
業
を
手
伝
う
か
た
わ
ら
、
農
業

以
外
の
知
識
や
経
験
を
広
げ
た
い
と
思

い
、
冬
の
間
に
県
外
へ
働
き
に
出
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な

人
と
出
会
い
、
学
ぶ
う
ち
に
い
つ
し
か

人
と
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
２０
年
、
５７
歳
の
時
に
仕

事
を
退
職
。
農
業
経
営
を
継
ぐ
と
同
時

に
農
家
民
宿
を
始
め
ま
し
た
。

講
習
会
は
欠
か
さ
ず
参
加

　

現
在
は
、
水
稲
１
㌶
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
６０
㌃
、
イ
ン
ゲ
ン
８
㌃
を
夫
婦
２
人

で
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
元
々
小

規
模
な
が
ら
両
親
が
栽
培
し
て
お
り
、

作
業
を
手
伝
っ
て
い
た
こ
と
で
栽
培
の

ノ
ウ
ハ
ウ
が
す
で
に
あ
っ
た
た
め
本
格

的
に
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
Ｊ
Ａ
や
県
の
助
成
を
活

用
し
な
が
ら
、
年
々
面
積
を
拡
大
。
４

年
か
け
て
現
在
の
栽
培
面
積
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
が
開
催
し
て
い
る
栽
培

講
習
会
や
現
地
講
習
会
に
は
欠
か
さ
ず

参
加
し
、
栽
培
技
術
や
知
識
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

防
除
作
業
は
こ
ま
め
に

　

昨
年
は
、
異
常
気
象
に
よ
る
高
温
が

続
い
た
こ
と
で
、
穂
先
が
収
穫
適
期
前

に
開
い
た
り
、
細
茎
な
ど
の
障
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

障
害
は
、
株
の
中
の
養
分
を
消
費
し

て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
今
年
は
株
養
成

に
重
点
を
置
き
、
春
採
り
と
夏
採
り
の

面
積
を
調
整
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
や
茎
枯
病
な
ど

の
病
害
虫
を
防
ぐ
た
め
、
Ｊ
Ａ
の
栽
培

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
防
除
作
業
を
こ

ま
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
に
多
く
見
ら
れ
る
茎
枯
病
は
、
降
雨

で
茎
に
伝
染
し
圃
場
中
に
広
が
っ
て
し

ま
う
の
で
、
特
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
　

自
分
が
手
間
暇
か
け
て
育
て
た
分
、

豊
作
に
な
っ
た
と
き
が
一
番
嬉
し
い
で

す
ね
。

　

農
業
と
民
宿
の
両
立
は
大
変
で
す
が
、

自
分
が
苦
労
し
て
育
て
た
野
菜
を
食
べ

て
も
ら
い
な
が
ら
、
人
と
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
と
て
も
刺
激
を
受
け

ま
す
し
、
元
気
を
も
ら
え
ま
す
。

　

今
後
は
新
た
に
ニ
ラ
栽
培
を
検
討
し

て
お
り
、
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
趣
味

に
も
挑
戦
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
も
民
宿
も
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

開
墾
す
る
両
親
を
見
て

農
業
と
民
宿
の
両
立

しっかり防除対策をしているアスパラガス▶

▲農家民宿「開墾の里」では農作業体験もできます

▲ ２週間後に収穫を予定しているインゲン

0909



●
第
２
回
統
一
草
刈
り
期
間
に
つ
い
て

　

７
月
１０
日
～
２０
日
ま
で
は
第
２
回
統

一
草
刈
り
期
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

秋
田
県
病
害
虫
防
除
所
に
よ
る
と
、

今
年
の
カ
メ
ム
シ
の
発
生
量
は
多
い
と

予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
水
田
内
の
雑

草
だ
け
で
な
く
、
農
道
・
畦
畔
の
草
刈

り
に
つ
い
て
も
、
こ
の
期
間
で
一
斉
に

行
い
ま
し
ょ
う
。
７
月
２１
日
～
８
月
末

ま
で
は
草
刈
り
禁
止
期
間
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
1
回
目
の
カ
メ
ム
シ
防
除

後
か
ら
１
週
間
は
、
防
除
圃
場
周
辺
の

農
道
・
畦
畔
の
草
刈
り
を
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。

▲アカスジカスミカメ

●
水
管
理
に
つ
い
て

　

幼
穂
形
成
期
か
ら
出
穂
期
ま
で
は
、

水
管
理
が
と
て
も
重
要
な
時
期
で
す
。

出
穂
す
る
ま
で
は
間
断
か
ん
水
を
繰
り

返
し
行
い
、
稲
体
の
活
力
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

　

高
温
の
日
が
続
く
と
圃
場
の
水
温
が

上
昇
し
ま
す
。
稲
体
が
消
耗
す
る
原
因

と
な
り
ま
す
の
で
適
度
に
水
の
入
替
え

を
行
い
、
冷
た
い
水
を
供
給
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
台
風
な
ど
が
発
生
し
、
管
内

を
通
過
す
る
際
は
湛た

ん
す
い水
状
態
と
し
ま

し
ょ
う
。
台
風
通
過
後
は
、
気
温
が
急

激
に
上
昇
す
る
フ
ェ
ー
ン
現
象
に
備

え
て
く
だ
さ
い
。
水
が
無
い
状
態
で

フ
ェ
ー
ン
現
象
が
発
生
し
た
場
合
、
稲

体
が
枯
れ
上
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

●
追
肥
に
つ
い
て

　

追
肥
は
Ｊ
Ａ
で
行
っ
て
い
る
生
育
診

断
を
参
考
に
し
な
が
ら
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

令
和
２
年
産
は
倒
伏
し
た
圃
場
が
散

見
さ
れ
ま
し
た
。
要
因
と
し
て
は
降
雨

が
続
き
、
中
干
し
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
で
、
根
が
十
分
に
張
れ
な
か
っ
た
こ

と
が
大
き
く
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
倒
伏
を
懸
念
し
追
肥
量

を
極
端
に
控
え
て
し
ま
う
と
、
登
熟
期

に
稲
体
が
活
動
す
る
た
め
の
栄
養
が
不

足
し
、
結
果
的
に
玄
米
品
質
が
低
下
し

て
し
ま
い
ま
す
。
葉
色
や
草
丈
を
見
な

が
ら
、
生
育
診
断
の
結
果
を
も
と
に
適

切
な
範
囲
で
追
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

営農経済部　米穀課
伊藤　早人
お問い合わせ

0184-27-1601

営農経済部　畜産振興課

お問い合わせ
0184-27-1601

あ
き
た
総
合
家
畜
市
場
ニ
ュ
ー
ス

　

６
月
市
場
は
、
前
月
比
で
雌
・
去
勢

と
も
に
先
月
よ
り
も
安
値
と
な
り
ま
し

た
（
左
表
参
照
）。

　

全
国
的
に
も
主
要
市
場
で
価
格
が
下

が
り
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
の
対
象
都
道
府
県

が
広
範
囲
に
広
が
っ
た
こ
と
で
、
外
食

産
業
の
需
要
が
落
ち
込
み
、
牛
肉
価
格

が
下
が
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

７
月
２３
日
か
ら
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
効
果
に
よ

り
消
費
が
伸
び
、
枝
肉
価
格
や
子
牛
価

格
が
回
復
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
夢
プ
ラ
ン
事
業
を
含
む
各
種

補
助
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
好
機
と

捉
え
、
増
頭
や
更
新
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

乾
牧
草
の
収
穫
が
始
ま
り
、
春
の
繁

忙
期
か
ら
農
作
業
が
連
続
し
ま
す
が
、

暑
さ
対
策
を
し
て
体
調
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
暑
さ
に
よ
る
牛

の
事
故
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

区 分 頭 数 平均体重 平均価格 前回対比

雌 １５９頭 ３１１㎏ ６９８，５５５円 －１９，９８８円

去 勢 ２１６頭 ３３８㎏ ７７８，１４３円 －６５，３８６円

合 計 ３７５頭 ３２７㎏ ７４４，３９８円 －３９，７３５円

雌 父 母の父 母の祖父 体高 日齢 体重 価格 生産者

１ 安福久 百合茂 紋次郎 １１４㎝ ２８８日 ２９０㎏ １，３００，２００円 植村　良一（由　利）

２ 勝忠平 安福久 百合茂 １２１㎝ ２９８日 ２８８㎏ 　　９５９，２００円 佐々木一郎（矢　島）

３ 諒太郎 安福久 平茂勝 １１８㎝ ３０５日 ３０４㎏ 　　９５２，６００円 佐々木　優（大　内）

去勢 父 母の父 母の祖父 体高 日齢 体重 価格 生産者

１ 紀多福 安福久 百合茂 １２５㎝ ３０５日 ４１２㎏ １，１０２，２００円 畑山　吉基（東由利）

２ 若百合 安福久 平茂勝 １２６㎝ ２７３日 ３８１㎏ １，００７，６００円 高橋　新一（東由利）

３ 勝早桜５ 安福久 百合茂 １１８㎝ ２６１日 ３３４㎏ １，００７，６００円 三浦　正美（矢　島）

２０２１年 ６ 月 ８ 日　家畜市場成績

市場高値　ＪＡ秋田しんせい管内ベスト ３

加藤　公成

1010



営
農
振
興
課

営
農
振
興

営
農
振
興

園
芸
販
売
課

園
芸
園
芸

営農経済部　営農振興課
猪股　未亜

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
青
年
部
に

入
会
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
青
年
部
は
、
年

間
を
通
じ
て
秋
田
県
青
年
部
の
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
や
各
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ

の
協
力
な
ど
、
管
内
の
組
合
員
や
地
域

の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
重
視
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
世
代
の
仲
間
と
情
報
の
交

換
・
共
有
も
行
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
苦

労
を
共
有
す
る
仲
間
と
理
解
を
深
め
、

自
ら
の
経
営
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

青
年
部
の
主
な
活
動
紹
介

●�

農
産
物
市
「
う
め
も
ん
マ
ル
シ
ェ
」

へ
の
出
店
に
つ
い
て

　

青
年
部
で
は
、
Ｊ
Ａ
秋
田
県
青
協
が

主
催
す
る
農
産
物
市
「
う
め
も
ん
マ
ル

シ
ェ
」
に
出
店
し
て
い
ま
す
。

　

生
産
者
で
あ
る
青
年
部
員
が
消
費
者

と
ふ
れ
あ
い
、
対
面
販
売
す
る
こ
と
で

国
産
農
産
物
の

安
全
・
安
心
に

理
解
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
い

う
催
し
で
、
今

年
は
８
月
下
旬

の
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

●�

り
ん
ど
う
酵
母
に
よ
る
日
本
酒
づ
く
り

　

青
年
部
東
部
エ
リ
ア
支
部
で
は
、
令

和
元
年
か
ら
り
ん
ど
う
の
酵
母
を
使
っ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
酒
造
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
地
元
の
酒
造
会
社
に
醸
造

を
依
頼
し
、
原
料
の
酒
造
好
適
米
（
美

山
錦
）
は
青
年
部
員
が
栽
培
。
今
年
度

は
１
・
３
㌶
を
作
付
け
し
ま
し
た
。
播

種
や
田
植
え
作
業
、
外
部
講
師
に
よ
る

青
田
巡
回
な

ど
、
協
力
し

て
栽
培
し
て

い
ま
す
。

　

次
回
は
７

月
に
溝
切
り

作
業
を
行
う

予
定
で
す
。

お問い合わせ
0184-27-1601

営農経済部　園芸販売課
佐藤　祐介
お問い合わせ

0184-27-1601

り
ん
ど
う
を
栽
培
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

り
ん
ど
う
は
、
需
要
期
で
あ
る
お

盆
・
彼
岸
を
中
心
に
６
月
か
ら
11
月
ま

で
長
期
間
収
穫
で
き
、
一
度
作
付
け
す

る
と
７
、
８
年
ほ
ど
収
穫
で
き
る
た
め
、

春
の
定
植
作
業
を
省
力
化
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
１
株
か
ら
の
収
穫
本
数
も
多

く
非
常
に
収
益
性
が
高
い
品
目
で
す
。

　

導
入
経
費
も
大
半
が
育
苗
費
と
な
っ

て
お
り
、
県
や
Ｊ
Ａ
か
ら
の
助
成
で
初

期
費
用
を
軽
減
で
き
ま
す
。

【
導
入
上
の
注
意
】

❶
前
作
ま
で
水
田
で
あ
る
こ
と

❷�

排
水
が
良
く
、
水
を
安
定
し
て
確
保

で
き
る
こ
と

❸�

１
年
目
は
株
養
成
の
た
め
収
入
が
な

い
こ
と

　

今
年
度
よ
り
、
り
ん
ど
う
の
生
産
基

盤
拡
大
の
た
め
、
に
か
ほ
市
な
ど
の
平

地
で
の
試
験
栽
培
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
試
験
栽
培
に
つ
い
て
も
、

苗
や
資
材
な
ど
初
期
造
成
費
用
の
Ｊ
Ａ

独
自
助
成
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

り
ん
ど
う
を
作
付
け
し
た
い
と
考
え
て

い
る
方
は
園
芸
販
売
課
ま
た
は
営
農
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　多彩な活動を通していろんな考え
を吸収できるのが青年部の良いとこ
ろ。部員を増やしてもっと活動を盛
り上げたいと考えているので、一緒
に青年部で活動してみませんか。

ＪＡ秋田しんせい
青年部部長
真坂　和都

▲部員同士協力して作業しています

作業スケジュール
月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１ 年目 追肥

２ 年目～ 基肥 間引き 残茎処理追肥・ネット上げ・防除・収穫作業

圃場造成 定植 花摘み 追肥・残茎処理

１年目 ２年目以降
５月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

極早生品種
早 生 品 種
中 生 品 種
晩 生 品 種
極晩生品種

定植： 　収穫：■

株
養
成
１
年

家族労働力 ２人で始められる面積１０㌃当たりの期待所得
（露地栽培、平均単価４７円、所得率５０％として算出）

新たに始められた方でも
達成可能です！（ ２ 年目）

収穫本数　２１，０００本
販売金額　　１００万円

５０万円

技術向上により達成
可能です！（ ３年目）

収穫本数　３５，０００本
販売金額　　１６０万円

８０万円
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ＪＡの
福祉

経営管理部　福祉事業所
お問い合わせ

0184-27-1698

特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業
に
つ
い
て

　

特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業
と
は
、
利

用
者
さ
ま
が
可
能
な
限
り
自
宅
で
自
立

し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
福
祉
用
具
販
売
の
指
定
を
受
け

た
事
業
者
が
、
福
祉
用
具
の
う
ち
、
再

利
用
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
や
消
耗

品
を
販
売
す
る
事
業
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
、
利
用
者
さ
ま
の
心
身
の

状
況
、
希
望
及
び
そ
の
生
活
環
境
な
ど

を
踏
ま
え
、
利
用
者
さ
ま
が
可
能
な
限

り
自
宅
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
、

介
護
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

●
特
定
福
祉
用
具
販
売
の
対
象
品
目

・
腰
掛
け
便
座

・
特
殊
尿
器

・
入
浴
補
助
用
具

・
移
動
用
リ
フ
ト
の
吊
り
具

・
簡
易
浴
槽

　

こ
の
５
品
目
は
特
定
福
祉
用
具
と
さ

れ
て
お
り
、
介
護
保
険
を
利
用
し
て
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
は
介
護
保
険
を
利
用
し
て
購
入

す
る
た
め
、
破
損
し
た
場
合
を
除
き
、

同
一
種
目
を
複
数
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

●
受
領
委
任
払
い
制
度
に
つ
い
て

　

受
領
委
任
払
い
制
度
と
は
、
利
用
者

が
１
割
分
（
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る

方
は
２
割
分
ま
た
は
３
割
分
）
の
み
を

支
払
い
、
残
り
の
保
険
給
付
分
を
市
が

事
業
者
に
直
接
支
払
う
方
式
で
す
。

　

利
用
者
さ
ま
の
一
時
的
な
負
担
を
軽

減
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す
く
す

る
た
め
の
制
度
で
、
支
給
限
度
基
準
額

は
、
同
一
年
度
で
１０
万
円
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

●
担
当
者
か
ら

　

利
用
者
さ
ま
の
身
体
状
況
や
住
環
境

に
あ
っ
た
福
祉
用
具
を
選
定
し
、
住
み

慣
れ
た
自
宅
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
支

援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

「
入
浴
や
排
せ
つ
な
ど
の
直
接
肌
に

触
れ
る
用
具
は
衛
生
面
が
心
配
…
」
と

悩
ま
れ
て
い
る
方
は
、
ま
ず
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

福
祉
事
業
所
「
ふ
れ
あ
い
泉
の
里
」

特
定
福
祉
用
具

�

販
売
事
業
の
紹
介

手
軽
に
健
康
　
手
指
体
操

　

指
先
合
わ
せ
と
い
え
ば
指
先
体
操

の
中
で
は
動
き
が
比
較
的
小
さ
い
体

操
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
侮
る
べ
か

ら
ず
、
脳
へ
の
刺
激
を
与
え
る
と
い

う
点
で
は
か
な
り
効
果
的
な
体
操
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
今
回
ご
紹
介
す

る
の
は
、
指
先
合
わ
せ
の
中
で
も

ち
ょ
っ
ぴ
り
難
易
度
の
高
い
体
操
で

す
。

　

両
手
が
同
じ
動
き
を
す
る
の
が
基

本
と
す
る
な
ら
、
左
右
で
異
な
る
指

を
使
う
の
が
こ
の
応
用
編
。
難
し
い

よ
う
で
し
た
ら
、
同
じ
動
き
か
ら
慣

ら
し
て
い
く
の
も
方
法
で
す
。

　

暑
く
な
っ
て
き
た
時
期
に
脳
に
強

め
の
刺
激
を
与
え
て
シ
ャ
ッ
キ
リ
さ

せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
心
地
良
い
刺
激

の
体
操
だ
け
で
な
く
、
た
ま
に
は
緊

張
感
の
あ
る
体
操
を
意
識
し
て
取
り

入
れ
ま
し
ょ
う
。

左
右
違
え
た
指
先
合
わ
せ
で
脳
の
老
化
を
防
ぐ

健
康
生
活
研
究
所
所
長
●
堤
　
喜
久
雄

左右の動きの違いを正確に
STEP １

⑴�右手は親指と人さし指の指先を合
わせます。左手は親指と小指の指
先を合わせます。

⑶�右手は親指と小指まで、左手は親
指と人さし指まで行ったら、⑴に
戻って同じ動きを繰り返します。

⑵�次に右手は親指と中指の指先を合
わせ、左手は親指と薬指の指先を
合わせます。続けて、それぞれの
親指を隣の指先と順番に合わせて
いきます。

スタートの指合わせを変えます。右
手は親指と小指の指先を合わせ、左
手は親指と人さし指の指先を合わせ
ます。そして、右手は親指と薬指、
左手は親指と中指と順番に合わせて
いき、元のスタート時の組み合わせ
に戻ります。ＳＴＥＰ１～ ２を数回繰
り返します。

STEP ２

ＪＡくらしの活動
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農業経営
支援室
活動中

法
人
座
談
会
を

開
催
中
で
す
！

　

６
月
上
旬
よ
り
、
モ
デ
ル
農
業
法
人
１０

組
織
を
対
象
に
「
法
人
座
談
会
」
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
座
談
会
で
は
、
経
営
状

況
の
確
認
や
意
見
交
換
、
栽
培
管
理
の
ア

ド
バ
イ
ス
、
今
後
の
法
人
経
営
に
つ
い
て

の
事
業
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

法
人
の
代
表
者
の
ほ
か
、
構
成
員
の

方
々
と
も
意
見
交
換
す
る
こ
と
で
、
よ
り

多
く
の
意
見
・
要
望
を
い
た
だ
く
こ
と
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

座
談
会
で
は
、
作
物
の
安
定
生
産
や
今

後
の
労
働
力
の
確
保
、
法
人
経
営
の
基
盤

強
化
に
向
け
て
の
課
題
な
ど
多
様
な
意

見
・
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
・
要
望
に
対
し
、
実
現
可
能
な
も

の
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
協
議
を
重
ね
、
ご

提
案
と
実
行
に
向
け
た
支
援
を
検
討
・
提

案
し
て
ま
い
り
ま
す
。

象潟地区

本荘地区

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
で

圃
場
状
態
を
把
握
！

　

農
業
経
営
支
援
室
で
は
、
営
農
管
理
シ

ス
テ
ム
「
Ｚ

－

Ｇ
Ｉ
Ｓ
」
の
普
及
活
動
と

合
わ
せ
、
ク
ラ
ウ
ド
型
の
営
農
支
援
サ
ー

ビ
ス
「
天あ
っ
ぱ晴
れ
」
の
普
及
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

「
天
晴
れ
」
は
人
工
衛
星
か
ら
撮
影
し

た
地
表
画
像
を
も
と
に
水
稲
の
葉
色
を
測

定
し
、
色
の
濃
淡
で
可
視
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
圃
場
の
地
力
状
況
を
診
断
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
圃
場
ご
と
の
生
育
の
ム

ラ
を
把
握
で
き
、
穂
肥
や
次
年
度
の
基
肥

の
散
布
量
調
整
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

前
提
条
件
と
し
て
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
）
デ
ー
タ
が
必
要
で
す
。
当

室
で
推
進
し
て
い
る
「
Ｚ

－

Ｇ
Ｉ
Ｓ
」
と

連
携
す
る
こ
と
で
効
率
的
に
営
農
管
理
が

可
能
と
な
り

ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
当
室
ま

で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

収
量
ア
ッ
プ
に
向
け
て
と
も
に

取
り
組
み
ま
す

　

農
事
組
合
法
人
平
根
フ
ァ
ー
ム
と
Ｊ
Ａ

は
、
稲
作
に
お
け
る
単
収
向
上
を
図
る
べ

く
、
令
和
３
年
度
か
ら
モ
デ
ル
実
証
圃
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

モ
デ
ル
実
証
圃
で
は
、
Ｊ
Ａ
と
共
に
肥

培
管
理
・
水
管
理
を
中
心
と
し
た
初
期
生

育
の
確
保
と
基
本
技
術
の
励
行
に
取
り
組

み
、
省
力
・
低
コ
ス
ト
栽
培
技
術
と
し
て

の
効
果
な
ど
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
さ

ら
な
る
水
稲
収
量
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

農
業
法
人
な
ど
の
大
規
模
経
営
体
は
、

圃
場
数
や
作
業
面
積
も
多
く
な
り
ま
す
。

個
人
経
営
体
と
比
較
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
管
理
が
難
し
く
な
る
た
め
、
さ
ら
な

る
品
質
及
び
単
収
の
向
上
を
図
る
た
め
に

は
、
現
在
の
生
育
状
況
を
把
握
し
な
が
ら

ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
た
栽
培
管
理
を
ど
う

行
っ
て
い
け
る
か
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
で
は
４
月
に
同
法
人

と
の
水
稲
栽
培
検
討
会
を
行
い
、
昨
年
の

稲
作
を
振
り
返
り
、
栽
培
技
術
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
す
な
ど
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

強
化
し
て
お
り
ま
す
。

●
看
板
設
置
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催

　

収
量
向
上
に
向
け
、
法
人
・
Ｊ
Ａ
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
も
う
と
い
う
思
い
を

込
め
て
看
板
を
作
成
し
、
６
月
28
日
に
は

看
板
設
置
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

看
板
に
は
、
鳥
海
山
を
背
景
に
平
根

フ
ァ
ー
ム
が
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
水

稲
、
り
ん
ど
う
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
写
真

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

看
板
は
国
道
１
０
８
号
線
の
平
根

フ
ァ
ー
ム
事
務
所
前
の
圃
場
に
て
設
置
し

て
お
り
ま
す
。
お
近
く
を
お
通
り
の
際
は
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

農業経営支援室
お問い合わせ

0184-74-6020

「
法
人
座
談
会
」

の
開
催
と
「
天

晴
れ
」の
ご
紹
介天晴れの診断例

経営をサポート生産基盤の拡大

経営をサポート生産基盤の拡大▲色の濃淡で地力を可視化できます

▲支援について協議を重ねます

▲協力して収量の向上を目指します

ＪＡくらしの活動
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脳
梗
塞
と
は

　

脳
梗
塞
と
は
、
脳
の
動
脈
が
詰
ま
っ

て
血
流
が
途
絶
え
、
脳
細
胞
が
死
ん
で

し
ま
う
病
気
で
す
。

　

脳
梗
塞
が
起
き
た
部
位
や
範
囲
に
よ

り
、
手
足
の
強
い
麻
痺
や
言
語
障
害
、

意
識
障
害
な
ど
の
重
篤
な
後
遺
症
を
残

し
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

　

脳
細
胞
は
、
血
流
が
途
絶
え
る
と
数

分
か
ら
数
時
間
で
回
復
不
可
能
な
状
態

に
陥
り
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
手
段
は
、

い
か
に
早
く
血
流
を
再
開
さ
せ
る
か
に

尽
き
ま
す
。

　

原
則
的
に
発
症
し
て
か
ら
４
時
間
３０

分
以
内
で
あ
れ
ば
、
ｔ

－

Ｐ
Ａ
と
い
う

血
栓
を
溶
か
す
薬
を
点
滴
す
る
こ
と
が

最
も
簡
便
で
基
本
の
治
療
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
持
病
や
内
服
し
て
い
る
薬

な
ど
の
関
係
で
ｔ

－

Ｐ
Ａ
を
使
え
な
い

場
合
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
太
い
脳

動
脈
に
詰
ま
っ
た
大
き
な
血
栓
で
は
、

ｔ

－

Ｐ
Ａ
で
は
溶
か
し
き
れ
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

場
合
に
は
血
管
内
治
療
（
血
栓
回
収
療

法
）
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

血
栓
回
収
療
法
と
は

　

平
成
２７
年
に
有
効
性
が
科
学
的
根
拠

を
も
っ
て
認
め
ら
れ
た
比
較
的
新
し
い

治
療
法
で
、
ス
テ
ン
ト
（
金
属
の
網
で

出
来
た
筒
の
よ
う
な
道
具
）
で
血
栓
を

絡
め
取
っ
た
り
、
太
い
カ
テ
ー
テ
ル
で

血
栓
を
直
接
吸
引
し
た
り
し
て
、
詰

ま
っ
た
血
栓
を
取
り
除
く
治
療
で
す
。

　

最
近
で
は
両
者
を
組
み
合
わ
せ
て
使

用
す
る
こ
と
で
、よ
り
高
い
再
開
通
率
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

発
症
か
ら
短
時
間
で
完
全
な
再
開
通

が
得
ら
れ
た
場
合
は
、
即
座
に
症
状
が

改
善
す
る
の
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

実
際
の
症
例
を
下
に
提
示
い
た
し
ま

す
。
こ
こ
に
提
示
し
た
症
例
は
い
ず
れ

も
重
篤
な
手
足
の
麻
痺
や
言
語
障
害
で

発
症
し
た
患
者
さ
ん
で
す
が
、
完
全
に

再
開
通
し
、
症
状
も
ほ
ぼ
完
全
に
改
善

し
ま
し
た
。

ステントと吸引カテーテルの組み合わせ

ステント

血栓吸引

　

こ
の
治
療
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、
発

症
か
ら
８
時
間
以
内
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
最
近
で
は
条
件
に
よ
り
２４

時
間
ま
で
行
え
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の

適
応
範
囲
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
発
症
し
て
か
ら
再

開
通
ま
で
の
時
間
が
短
け
れ
ば
短
い
ほ

ど
治
療
効
果
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
て

お
り
、
脳
卒
中
を
強
く
疑
う
３
つ
の
症

状
（
①
顔（
口
）が
曲
が
る
、②
片
側
の

手
足
が
動
か
な
い
、③
言
葉
が
出
な
い
）

の
ど
れ
か
１
つ
で
も
あ
る
場
合
に
は
、

す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

脳
梗
塞
の

脳
血
管
内
治
療

～
血
栓
回
収
療
法
に
つ
い
て
～

由利組合総合病院
脳神経外科

科長　山口　　卓
（Suguru Yamaguchi）

ステント＋吸引カテーテルを用いた血栓回収療法の 1例
吸引カテーテル先端

展開したステント

ステントと吸引カテーテル先端に
挟まれた血栓

治療後（矢印が元閉塞部位、丸が再開通した血管）治療前（矢印が閉塞部位）
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食と農に携わるすべての人に。国内唯一の日刊農業専門紙 １ヵ月2,623円(税込)

電話

先
月
号
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
「
季
節
の
お
い
し

い
福
袋
お
届
け
便
」、
コ
ロ
ナ
禍
で
離
れ

た
家
族
に
送
っ
て
あ
げ
た
い
セ
ッ
ト
で
す

ね
。
誌
面
か
ら
お
い
し
さ
が
溢
れ
て
き
ま

す
ね
。

由
利　

佐
藤　

春
記
さ
ん	

６０
代

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

５
月
に
キ
ュ
ウ
リ
・
ナ
ス
・
ト
マ
ト
を
植

え
ま
し
た
。
キ
ュ
ウ
リ
が
採
れ
る
よ
う
に

な
り
、
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。
息
子
が

喜
ん
で
食
べ
て
い
ま
す
。
新
鮮
さ
が
違
い

ま
す
ね
。

東
由
利　

小
松　

昭
子
さ
ん	

７０
代

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

銀
世
界
か
ら
雲
一
つ
な
い
青
空
。
山
々
が

緑
い
っ
ぱ
い
の
季
節
。
１
年
が

早
い
！

鳥
海

Ｐ．Ｎ　
雨
あ
が
り
の
紫
陽
花
さ
ん

	

７０
代

（
本
当
に
１
年
が
過
ぎ
る
の

は
あ
っ
と
い
う
間
で
す
よ
ね
。

私
も
毎
年
感
じ
て
い
ま
す
…
。

み
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

旬
の
野
菜
は
お
い
し
い
で
す
ね
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
レ
シ
ピ
、
お

い
し
そ
う
で
す
。
い
つ
も
メ

ニ
ュ
ー
助
か
り
ま
す
。

仁
賀
保　

Ｐ．Ｎ　
Ｒ
さ
ん	

６０
代

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

田
植
え
を
し
た
稲
苗
が
元
気
に
伸
び
て
き

た
な
と
田
ん
ぼ
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
、
一

羽
の
サ
ギ
が
舞
い
降
り
て
き
て
、
じ
っ
と

水
面
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
虫
で
も

狙
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
何
か
の
ど

か
な
一
風
景
に
ほ
っ
こ
り

で
し
た
。

岩
城

菅
原　

久
和
さ
ん	
６０
代

（
こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
、

の
ど
か
で
良
い
風
景
で
す

ね
。
目
に
浮
か
び
ま
す
。

り
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

７
月
で
甥
っ
子
が
１
歳
に

な
り
ま
す
。
２
年
生
に
な

る
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ

も
弟
の
お
世
話
を
し
て
い

て
、
面
倒
見
が
よ
く
頼
れ

る
お
姉
ち
ゃ
ん
で
す
！　

い
つ
ま
で
も
仲

良
し
の
姉
弟
で
い
て
ね
！

本
荘　

嶽
石　

彩
子
さ
ん	

３０
代

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

今
の
時
期
の
旬
の
山
菜
が
大
好
き
で
、
採

り
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
、「
ク

マ
…
！
」
の
出
現
放
送
で
今
年
は
一
度
も

山
に
行
け
ず
！　

で
も
、
山
好
き
の
友
人

が
都
度
配
達
し
て
く
れ
て
、
お
い
し
い
味

を
楽
し
み
ま
し
た
。

大
内　

Ｐ．Ｎ　
エ
プ
ロ
ン
お
ば
さ
ん	

７０
代

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

だ
ん
だ
ん
暑
く
な
り
ま
す
。
熱
中
症
に
気

を
付
け
て
頑
張
ろ
う
。

矢
島　

佐
藤　

徳
男
さ
ん	

７０
代

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

春
先
に
、
お
母
さ
ん
の
実
家
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
家
に
、
農
作
業
の
手
伝
い
に
行

き
ま
し
た
。
箱
に
土
を
入
れ
る
作
業
を
し

ま
し
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
５
月
中
で

田
植
え
は
終
わ
っ
た
み
た
い
で

す
。
１０
月
の
新
米
の
収
穫
ま
で
、

い
ろ
ん
な
手
入
れ
が
必
要
だ
と

聞
き
ま
し
た
。
私
に
も
で
き
る

こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ま
た
お
手

伝
い
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
荘

佐
藤　

妃
菜
さ
ん	

１０
代

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

新
品
種
「
サ
キ
ホ
コ
レ
」
の
作

付
け
が
始
ま
り
、
早
く
食
べ
て

み
た
い
な
ぁ
～
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
先
月
号
の
季
節
の
お
い

し
い
福
袋
「
春
便
」
の
感
想
聞

き
ま
し
た
！　

コ
メ
ン
ト
を
見

て
い
る
と
、
自
分
が
作
っ
て
い
な
い
の
に

…
と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す

ね
ぇ
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
ね
。

象
潟　

Ｐ．Ｎ　
孫
か
わ
い
い
さ
ん	

６０
代

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

梅
雨
に
入
り
、
畑
や
花
壇
へ
の
水
や
り
か

ら
少
し
は
解
放
さ
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
年
も
ツ
バ
メ
が
飛
ん
で
い
る
の
を

見
て
、
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

東
由
利　

Ｐ．Ｎ　
キ
ッ
チ
ン
大
好
き
さ
ん	

６０
代

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

毎
年
、
家
で
は
お
父
さ
ん
が
畑
に
ひ
ま
わ

り
を
植
え
て
い
ま
す
。
私
の
背
よ
り
も
大

き
く
な
っ
て
、
今
年
も
早
く
咲
い
て
ほ
し

い
で
す
。

矢
島　

三
浦　

美
穂
さ
ん	

３０
代

裏山の畑にアジサイの花が咲いた。生育の強い花です。私も頑張らなくちゃ。金浦　Ｐ．Ｎ　匿名希望さん	 ７０代

頑張らなくちゃ

大阪の高校に入学した孫
へ、曲げわっぱ

の弁当箱をプレゼントし
たら、とっても

喜んでくれました。でも
ジジーにとって

は大きな出費でした。

東由利　長谷山　栄さん
	 ６０代

プレゼント
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食と農に携わるすべての人に。国内唯一の日刊農業専門紙 １ヵ月2,623円(税込)

電話

６６ 月号のこたえ月号のこたえ

タテのカギ ヨコのカギ

ミズタマリ

０１　仙人が食べているというもの
０３　学校を出て家まで帰ること
０６　年齢を数えるときに使う言葉
０７　ラジオから１９７０――の曲が流れて
きた

０８　この虫が作る繭から絹が取れます
１０　下から ５桁目です
１２　ものは―だ、まずやってみよう
１４　サーフィンやヨットを楽しめる場
所

１６　「やれ打つな蝿（はえ）が手をす
り足をする」は小林――の句です

１８　日本髪に挿す飾り
２０　ゆでたそうめんの水を切るときに
使います

２２　親同士が兄弟姉妹です
２３　将棋に似た西洋のゲーム

◇応募総数　１０１通

タテ、ヨコのカギを解いて、
Ａ～Dの文字を並べて、言葉にしてください。

◆特別賞（地産地消商品）
◆大　賞（ＪＡ加工品）
　小松　昭子さん	（東由利）

□食のおはなし　□クローズアップ
□エリアニュース　□ＪＡ自己改革への挑戦
□農業の現場から　□営農情報
□ＪＡくらしの活動　□健康ガイド
□ほっと．こむ

０１　雨や日光を避けるために差します
０２　緑に黒のしまがある果実
０３　増（ぞう）の反対語
０４　ヤッホーと叫ぶとヤッホーと返し
ます

０５　片目をパチンとつぶります
０７　キャッツアイとも呼ばれる宝石
０９　木材を薄く加工した物
１１　一つ目小僧とか小豆洗いとか。―
―変化

１３　量より重視されることもあります
１５　爽やかな香りのするハーブ。ペ
パー――

１７　つぼ焼きにするとおいしい貝
１９　漢字で書くと雑魚。取るに足りな
いもののこと

２１　みんな出掛けている状態

■ ６月の注目記事
自己改革　各ＪＡで方針
（６／2 付　一面 ）
　政府の規制改革推進会議は １日、菅
義偉首相に答申した。改正農協法施行
後 ５年の見直し時期に当たる農協改革
については、農家所得向上の目標を含
む自己改革の方針などを各ＪＡが決
め、改革を実践、組合員の評価を踏まえて修正
を繰り返す「自己改革実践サイクル」の構築を
提起。准組合員を巡っては、意志反映や事業利
用方針を各ＪＡが総会で決定すると明記した。

購読のお申し込みは最寄りのＪＡ支店まで。

■ＪＡ秋田しんせいの記事も載っています！
６／６　ドーム型ケーキに挑戦　６／９　繁殖向け優良雌牛保留
６／１２　サキホコレ向けＧＡＰ講習会　６／１８　福祉施設で紙芝居
６／１９　にかほ市を散策　…ほか

　堀　　幸子さん	（大　内）
　佐藤　吉寛さん	（金　浦）
　阿部　セエさん	（象　潟）

◆地産地消賞（ＪＡ加工品）
　佐藤伊津美さん	（矢　島）
　Ｐ．Ｎ　らくがきちょうさん	（西　目）
　Ｐ．Ｎ　たっちゃん	（岩　城）

　熊谷　紀子さん	（由　利）
　嶽石　彩子さん	（本　荘）
　佐藤　哲雄さん	（鳥　海）
　Ｐ．Ｎ　洋ちゃん	 （仁賀保）

正解は
でした。

応募方法（おはがき・ＦＡＸ・Ｅメールで）

応募締切り
応募先

賞品

発表

◎パズルの答え、お名前、ペンネーム（ご希望の方）、住所、
電話番号、年齢をご記入の上、下記までご応募ください。
◎意見、要望や身近にあったできごと情報などをお寄せく
ださい。「ほっと．こむ」でご紹介させていただきます。

令和 ３年 ７月２３日（金）当日消印有効

〒０１５－８５３８　由利本荘市荒町字塒台１－１
ＪＡ秋田しんせい　広報係
ＦＡＸ：０１８４－２７－１６６２
Ｅメール：kouhou@akita-shinsei.or.jp

特別賞 １名さまに地産地消商品を、大賞 ３名さま・
地産地消賞 ７名さまにＪＡ加工品を差し上げます。

当選者は ８月号で発表します。
※皆さまからいただいた個人情報については、厳重に管理するとともに、
ご応募・ご投稿の目的以外では使用いたしません。
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組合員・利用者の皆様へ
はじめてみませんか？　いつでもつながる
ＪＡバンクアプリ・ＪＡネットバンク

▲�ＪＡバンクアプリの
ＱＲコードはコチラ

▲�ＪＡネットバンクの
ＱＲコードはコチラ

各種サービスを来店不要でご利用できます！
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金融移動店舗車（ふれあいちょきんぎょ号）令和 ３年 ８月の運行日程について

第３２９回　理事会　 開催日：令和 ３ 年 ６ 月２５日（金）
議案第 １号　余裕金運用規定の一部変更について
議案第 ２号　農産物検査業務規程の一部変更について
議案第 ３号　令和 ３年度理事報酬の決定について
議案第 ４号　役員賠償責任保険の加入について
議案第 ５号　理事と組合との契約に関する承認について
議案第 ６号　会計監査人との監査契約の締結について
議案第 ７号　固定資産の取得について
議案第 ８号　業務報告書の行政への提出について
議案第 ９号　令和 ２年度下半期定期監事監査報告書
　　　　　　改善・検討を要する事項（甲）に対する回答について

令和 ３年 ５月３１日現在
正 組 合 員 数／	 １０，０３６人
准 組 合 員 数／	 ９，１４１人
出　　資　　金／	 ５１億９，０２３万円
貯　　　　　金／	１，５０６億２，６１５万円
貸　　付　　金／	 ３，５３８億５５３万円
長期共済保有高／	３，７２５億１，１５２万円
購 買 供 給 高／	 ７億９５４万円

販 売 高／	 ４億３，９３２万円
（う ち 野 菜）／	 ７，３６２万円
（うち花き・花木）／	 ６０２万円
（うち林産物）／	 １，５８６万円
（う ち 果 実）／	 ２万円
（うち畜産物）／	 ３億４，３７８万円

１ 日（日） ２ 日（月） ３ 日（火） ４ 日（水） ５ 日（木） ６ 日（金） ７ 日（土）
午前 旧石沢支店 午前 西滝沢駅前 午前 旧内越支店 午前 亀田出張所 午前 旧上郷支店

午後 旧内越支店 午後 旧Ａコープ前郷 午後 旧石沢支店 午後 亀田駅前 午後 大竹地区

８日（日） ９ 日（月） １０日（火） １１日（水） １２日（木） １３日（金） １４日（土）

午前 鮎川駅前 午前 旧内越支店 午前 亀田出張所 午前 旧上浜支店

午後 旧Ａコープ前郷 午後 旧石沢支店 午後 松ヶ崎公民館 午後 小砂川地区

１５日（日） １６日（月） １７日（火） １８日（水） １９日（木） ２０日（金） ２１日（土）

午前 旧石沢支店 午前 旧西滝沢支所 午前 旧内越支店 午前 亀田出張所 午前 旧小出支所

午後 旧内越支店 午後 旧Ａコープ前郷 午後 旧石沢支店 午後 いわもと会館（亀田）午後

２２日（日） ２３日（月） ２４日（火） ２５日（水） ２６日（木） ２７日（金） ２８日（土）

午前 旧石沢支店 午前 旧玉米支所 午前 旧内越支店 午前 亀田出張所 午前 旧上郷支店

午後 旧内越支店 午後 旧蔵支所 午後 旧石沢支店 午後 松ヶ崎公民館 午後 小砂川地区

２９日（日） ３０日（月） ３１日（火） 営業時間
　午前　 ９ ：３０～１２：００
　午後　 １ ：３０～ ３ ：００

7
JULY

8
AUGUST

※行事予定は変更となる場合がございます。

７ 日（土）
１０日（火）
２７日（金）

あぐりスクール開校式
あきた総合家畜市場
理事会

２９日（木） 理事会

ＪＡ秋田しんせい概況

理事会報告行事予定
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Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
広
報
誌

［
ウ
イ
ン
ズ
］
№
２９２

発
行
●
秋
田
し
ん
せ
い
農
業
協
同
組
合

編
集
●
経
営
管
理
部
　Ａｇｒｉ・Ｆｏｏｄ

未
来
企
画
課

秋
田
県
由
利
本
荘
市
荒
町
字
塒
台
１－１　〒

０１５－８５３８
TEL：

０１８４－２７－１６６１　
FAX：

０１８４－２７－１６６２
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
https://w

w
w
.akita-shinsei.or.jp/

※
当
広
報
誌
に
掲
載
し
て
い
る
個
人
情
報
な
ど
は
、
利
用
目
的
以
外
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

※
広
報
誌
「
ウ
イ
ン
ズ
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
記
事
・
写
真
の
無
断
使
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

印
刷
／
㈱
全
農
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
秋
田
支
店

　今月号の表紙となった平沢小学校 ３年
生の大豆の定植に取材で伺いました。児
童たちは、大豆の苗をよく観察しながら
丁寧に植えていました。
　大豆の花言葉は「可能性は無限大」。
無限の可能性を秘めた児童たちと共にす
くすくと成長してもらいたいです。
	 み

7
お米づくりの命は “根”、根の命は “土づくり”。土にこだわって栽培され、品質・食味測定で厳選したお米「土づ
くり実証米」をパックご飯にしました。レンジで 2 分温めるだけで簡単にお召し上がりいただけます。

［内容量］１箱／200ｇ×24個　［保存方法］直射日光を避け、常温で保存してください
※ 1 パックからのお求めは、Ａコープ（おおうち･子吉･やしま）のほか、百彩館物産館、管内ホーマックニコットなどで購入できます。

レンジで 2分温めるだけで簡単・便利！
ネットショップＭＡＭＡＫＥで発売中！

ネットショップＭＡ
ＭＡＫＥはこちらの
ＱＲコードから！▼

※画像はイメージです

レンジで簡単！保存に便利！

土づくり実証米
パックごはん

20,000食
突破 !

おかげ様で令和２年度販売数

土づくり実証米
パックごはん

200ｇ×24個入り７月31日まで
の特別価格！ 3,600円（税込・送料別）

簡単・便利！
一般家庭用レンジで
2 分の加熱により炊
き立てが味わえます。

非常時に！
湯せんでも
お召し上がり
いただけます。

おいしくて、お米もシャキっとして
いました。 秋田県／女性

炊き立てのご飯にそん色ない食感。
災害時の非常食に使えるのではない
か。 東京都／男性

他県のご飯を初めて食べ、粘りがあ
り、おいしかったです。 熊本／女性

■感想を聞きました！

ＪＡ秋田しんせいＬＩＮＥ公式アカウント 　
友だち募集中！

の

@001wfrfq

▶ＱＲコードを読み込む
　　　　または
▶ＩＤで検索

【登録方法】

●ＪＡ広報誌Ｗｉｎｄ’ｓ配信　●旬の紹介
●ネットショップＭＡＭＡＫＥの情報　●オススメレシピ紹介

【配信内容】

友だち追加
してね★

あとがき


